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Ⅰ．ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．

①電力、燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②省資源化による廃棄物排出量の削減

③節約活動による水使用量の削減

④地域貢献活動

⑤グリーン購入

⑥環境に配慮した工事の推進

２ ．我々は、事業活動に適用される環境関連法規制や当社が約束したことを順守いたします。

３ ．地域における環境保全活動に積極的に参加いたします。

４ ．

５ ．この「環境方針」は、社外へ公表いたします。

株式会社　セイワ

2022年12月5日

我々は、環境汚染を防止し、環境への負荷の削減と環境への取り組みを推進するために以下の
活動を行います

　上記活動を実施するに当たり環境目標、活動計画を作成し、定期的に見直し、継続的に
改善していきます。

この「環境方針」を全従業員に周知徹底するとともに、協力会社及びその従業員の理解と協力
を得られるよう努めます。

制定日： 2010年1月1日

改定日：

環境経営方針

代表取締役

　我々は、「誠実・和合・仁愛」を基本理念とし、物作りを通して地球環境保全に対する企業の
社会的責任を果たすため、真心をもって地球と密着し、地域の環境に貢献し、人と自然の調和を
目指し、生きるもの全てをいつくしみ、持続可能な発展を目指します。
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Ⅱ．組織の概要 更新日：
(1） 名称及び代表者名

株式会社セイワ
代表取締役　　濱名　修

（２） 所在地
本　　　社 〒669-6201

兵庫県豊岡市竹野町竹野2474番地の1
Ｈ 　　　Ｐ https://seiwa-takeno.jimdofree.com/

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 濱名　修 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊０７９６－４７－１１３５

担当者 総務部 中島　亮 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊０７９６－４７－１１３５
（４） 事業内容

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、解体工事業、大工工事業、屋根工事業

鋼構造物工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、造園工事業、建具工事業

（５） 事業の規模
売上高 百万円(2022年度)

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社セイワ
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし

活動： 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、解体工事業、大工工事業、屋根工事業

塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、建具工事業

保有機械：BH0.1ｍ3（2台）・BH0.2ｍ3（1台）・BH0.25ｍ3（1台）・BH0.45ｍ3（2台）・3tTD・2tDT

Ⅳ．事業や製品（商品）の紹介

2023年3月3日

従業員
109.18延べ床面積

敷地面積 109.18

290
本　　　社

14 名

施工例の紹介

兵庫県、豊岡市の工事

民間土木・建築工事

主な事業の紹介

公共・民間土木

公共・民間建築

解体・舗装・水道工事他
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者（社長）

・経営の課題とチャンスの整理、明確化

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

役割・責任・権限

環境事務局

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

代表取締役 濱名　修

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

代表取締役

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

濱名　修

総務兼任

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

土木部 4名 建築部

4名

庶務・総務

(営業) 2名

5 ページ



Ⅵ．主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2018年度の調整後の係数　

Ⅶ．環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

〇

〇

〇

×

✕

✕

達成度 165%

一般廃棄物の削減

達成度 103%

達成度 86%

達成度 98%

水道水の削減

コピー用紙使用量の削減

建設リサイクルの推進

50,776
上記二酸化炭素排出量合計

56,017

515

113%

52,896

kg-CO2

LED照明 太陽光パネル設置①

kg-CO2 743 728 1,917 720

52,351

58,351 57,184

52,281

94%

2024年
（目標）

行動目標（次項による）
環境に配慮した工事の推進

LPGの削減

達成度

達成度

96%

499

太陽光パネル設置②

97%

枚 52,281 52,281 61,084 52,281
基準年度比 2017年 0% 117%

2017年 98% 100% 97%
46 45

基準年度比
㎥ 46 45

% 90% 92% 90% 93%
基準年度比 2017年 2% 100% 3%

98% 87% 97% 96%

713

基準年度比 2017年 98%

248%

96%

104%

ｔ 0.789 0.773 0.470 0.765
基準年度比 2017年 98% 60%

達成度 38%

自動車燃料による二酸化炭素
削減

0.757

96%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

※負荷の実績は工事現場を含む

98% 96%

（基準年) （目標）

2,485 2,459

基準年度比

2022年 2023年

kg-CO2 2,561 2,510

2017年

54,532 53,442

40%

総排水量 46 49 46

評
価

0.334

（実績） （目標）

　一般廃棄物排出量

50,776

11,571 11,843

903

ガソリン使用量

灯油使用量

項　目 2020年

10,059

2021年 2022年

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量 89,597

4%

44

基準値

494

基準年度比

258% 97%

97%

灯油の削減

電力による二酸化炭素削減

達成度

kg-CO2

3,0326,4806,085

789 133 35
193.185　産業廃棄物排出量 87.525

m3

kg
トン

単位

7,57030,70223,456

※化学物質は使用していない。

2017年 98% 94% 97%

1,013

グリーン購入の推進
行動目標（次項による）

96%

基準年度比 2017年

kg-CO2 505 485

47,361

56,601

LPG使用量 134 138 162

kg-CO2

kwh
L
L
L
kg

3,137 769

電気使用量

149.08

軽油使用量

117,832
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Ⅷ．環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計
2017年 7,424
2022年 3,032

灯油の削減

取組紹介欄

合計
2017年 298
2022年 769

LPGの削減

取組紹介欄

合計
2017年 734
2022年 162

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

554 479
210

5月 6月 7月 8月 9月

4月3月2月

108 485 118 20 0 0 0 0 0

655 554
12月11月10月9月8月7月

・照明器具の個別スイッチ化 ○

629 617 756 1,034 582 526
6月

○

195

5月
514524

180 149 170 188

6月

441 477 193 217 371

10月 11月 12月

10月 11月 12月
0

数値目標 〇 2022年3月より、太陽光発電を稼働させ、非常に電気代の削減に大きく
貢献することができた。発電時にかかるCo2削減にも貢献。電気使用
量が、年間で前年対比平均52.1％の削減ができた。夏場では70％以上
の削減率となった。また設備投資を抜けば、実質電気代はかかってい
なことになった。しかし、節電の意識を持ち、活動を継続していく。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

20 120 0 0 0 0 0 10 0

達成状況

0.1
0

0.0 0.0
585 36

1月

0.0

7月 8月 9月

・室内温度の適正化 ○
・部屋開放の禁止 ○
・不在時点火の抑制 ○

1月 2月

数値目標 〇

0 0

72 76
0 38 0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 22

○
・不要保温時間の短縮 ○

35

基本ストーブのみ使用。気温の変化で使用量は変わる。削減の意識
は、維持する。次年度も活動を継続する。

0

3月 4月

0.0 7.2 19.4

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

31.8 41.0 36.1 20.5 5.5

2月 3月 4月 5月

・使用湯量の節減

31 22 3

1月

241

数値目標 × 工事受注量が増えてかつ、気温が低いと、ストーブの使用は増える。
冬場の工事では、暖房は必須のため致し方ない。しかし、無駄な購入
は控えているため、このまま継続して行う。

・ストーブ使用基準の作成 ○

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力（kWh） 2017年 2022年

0

100

200

300

400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ＬＰＧ（kg） 2017年 2022年

0

200

400

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

灯油（Ｌ） 2017年 2022年

0
1
2
3
4
5

0

500

1000

1500

2000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

太陽光発電の状況

総発電量 kWh 売電量 kWh 買電量 kWh

消費量 kWh 自給率 ％
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計
2017年 8,467
2022年 11,843

取組紹介欄

合計
2017年 13,289
2022年 7,382
一般廃棄物の削減

取組紹介欄

合計
2017年 0.802
2022年 0.470

10月 11月 12月9月
0.0260.104 0.035 0.055

0.170.00 0.00 0.00 0.00 0.000.18

ごみ処理施設へ持ち込みをするように変更。ゴミの削減は少しずつは、
できている。リサイクル資源は、なるべく資源ごみとして、持ち込みを
行っている。しかし、少量かつ現場資材等の資源ごみは、現場等の
バッカンに捨ててしまう。すべてを分けることは非常に難しい。

年間を通じて達成。これは工事量の減少に伴うものではないかと感じ
る。自動車・重機におけるCO2排出の抑制は、現場の経費削減にも貢
献できるので続ける。一通り、社用車の入れ替えも進み、一昔前の車
は完全になくなった。これは、大きく評価すべき点である。活動は継続
し、今以上に注力していく。

・エコドライブ10箇条の励行

0 1,426 640 373 278 284

842
614 408 786

666 1,018 997 879 1,017 1,097 1,273 1,169

5月 6月 7月

2月

達成状況

数値目標 〇

1月

7月
585 851 1,034

0.010 0.071 0.026

9月

947 639 512 724 753 614

8月

5月 6月

数値目標 〇

8月 9月 10月 11月 12月

643
1,544

293

1,046

183

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,427 484 792
6月 7月 8月 12月

1,261
10月

1,157 682

11月

219 1,428 595 289 307

・ミスコピー禁止 ○
・3S活動実施 ○

0.029 0.206 0.082 0.052 0.106
0.00 0.05 0.00 0.07

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,060 1,321

達成状況

・アイドリングストップ ○

1月

2月 3月 4月 5月

4月3月

○
○

968 430

・タイヤの適正な空気圧管理

4月3月1月 2月

427

0.00

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2017年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油（L) 2017年 2022年

0.000

0.100

0.200

0.300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（ｔ） 2017年 2022年
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建設リサイクルの推進

取組紹介欄

2017年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

合計
2017年 46

2022年 46

グリーン購入の推進

2022年 合計
総額 ¥441,668

グリーン購入 ¥236,152
比率 53%

環境に配慮した工事の推進

4

90%
90%

年間

4 3 4 4 4

1月 2月
5

5月
3 3

10月 11月

3

3 5
3月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

× 目標は達成。捨てればゴミだが、分ければ、有効な資源になる。土木工
事での廃棄物は、基本再生材料になることが大半である。この意識で、
活動を続ける。

・分別の推進 ○

4

達成状況

数値目標

達成状況

達成状況

・手洗い、洗い物時の節水励行

3 4

4

取組結果とその評価、次年度の取組内容

¥62,981 ¥1,746

4月 5月 6月

数値目標 ✕

4 4 4 3

5 5 4

数値目標 ✕
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月

僅かの差で、目標達成とならなかったが、ほぼ達成。このまま、節水の
意識を持ちつつ、継続していく。

6月 7月

・事務用品グリーン購入比率向上 ○

1月 2月 3月

12月

3

　

○
・節水シール貼り付けによる啓蒙活動 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・分野別に環境に配慮した工法やノウハウなどを
調査し、受注案件への適用検討、施主への提案を
推進

○
コロナウィルスの影響で、民間への提案件数が減ったが、継続して行っ
ている。河川工事では、環境のみならず、自然への配慮した施工も必
要となる。

○
環境に優しい製品を使うことで、間接的ではあるが、地球環境に貢献し
ている。そのため、弊社では、なるべく事務用品等をグリーンマーク商
品の購入を進める。

・責任者が発注をすべてチェックする

8月

¥3,227 ¥9,967 ¥19,785 ¥2,112 ¥3,390 ¥6,443 ¥3,390 ¥7,186 ¥113,503

7月 8月 9月 10月 11月 12月
¥31,509 ¥9,967 ¥19,785 ¥2,112 ¥3,390 ¥20,944 ¥3,390 ¥18,986 ¥140,669 ¥66,010 ¥119,032 ¥5,874

¥2,422
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Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

Ⅹ．緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

Ⅺ．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

手順書の変更の必要
性

建設業の再生資源利用省令 再生資源、建設工事副産物の再利用、再生資源利用計画書、実施記録の作成 遵守

2022年9月13日 会社事務所

全社員

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

現在の手順書通りで問題ない。

内容：防火・火災対応手順書のテストを行う。
「防火・火災対応手順書」基づき、手順に従い実地訓練した。

●今年度の結果を受けて
2022年3月より、事務所屋根に太陽光パネル設置。その効果は絶大であった。前年対比の平均削減率は、52.1％という結果であった。
一番下った月は、前年より497kWhも削減。約1ヶ月分も削減するという結果であった。初期投資は、かかったものの、電気代の削減に非
常に良いものになった。来年以降の効果にも期待。重機や社用車が増えていく中、社用車の入れ替えも一通り終わり、すべてが低燃
費車となった。これで、少しでもガソリン量が減少し、環境負荷が減ることを期待。達成しにくい項目もあるが、意識して行動することに
意味があるのだと感じた。

●次年度について
我々建設業は、コロナウィルス感染症とウクライナ侵攻による、物価や建設資材の高騰による影響が、大きく感じられる。民間需要の低
迷、公共工事発注量にも影響もある。その中で、会社の利益を確保することが難しくなってきた。SDGｓという言葉も、よく耳にするように
なり、地球資源・環境保全を会社や個人に求められるようになってきました。EA21を通じて、会社の利益確保と環境保全との両立が、今
後一層必要と感じる。SDGsへの取り組みもこのエコアクション21を通じて行う。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

遵守
遵守
遵守

特定建設作業実施届の届出、規制基準の遵守

遵守

消防法

フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処置。建物解体工事時における
フロン類使用機器の有無の事前確認と発注者への書面説明、及び当該書面写しの保存

2023年3月3日
【前回の指示への取組結果】

変更なし

変更なし。継続

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

継続する。

フロン排出抑制法

廃棄物処理法

遵守評価

遵守

遵守

建設リサイクル法 遵守

遵守
遵守

道路交通法

建築物等の分別解体義務、事前届出、特定建設資材廃棄物の再資源化義務

特定建設作業実施届の届出、規制基準の遵守

代表取締役 濱名　修

保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

消火器の設置と定期点検

適用される法規制

道路交通法

道路運送車両法

振動規制法
騒音規制法
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